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技術のポイント 
100Hz 以上の高い周波数でも大振幅で駆動できる新しいデュアル共振系をもつ高速電磁

リニア振動アクチュエータを提供する。 

現在の研究開発段階 A 基礎研究段階  ・  B 試作段階  ・  C 実用化段階 

※技術の紹介 

 

光スキャナアクチュエータ技術は物流運送分野、小売分野、医療分野等において広く実

用化されており、走査速度の高速化、高効率化が期待されている。既存の技術としては、

モータ駆動ポリゴンミラー、MEMS駆動ミラーなどが挙げられるが、これらは、高速駆動に不

向き、または高電圧が必要となる等の課題がある。また、別の従来技術である電磁駆動共

振ミラー型についても、耐久性に問題がある、磁気減衰により高速振動に適さないなどの

課題がある。 

 

本技術において提案する構造は走査ミラーと駆動用磁石を二つの可動子分離する方式で

あり、下記の特徴を有する。 

（１）可動子１と可動子２のデュアル可動子を有する。 

（２）可動子１を駆動部、可動子２をミラーとして、これらをねじりばねにより連結する。 

（３）異なる共振周波数をもつ共振系を用いる。 

磁石を備えた可動子とミラーを備えた可動子とを分離することで、可動子１を高い共振周

波数で駆動させた際でも、可動子２に磁気減衰が発生せず、高い振幅で駆動させることが

可能になる。 

 

図 1 シリコンゴム製ばねを用いた     図 2 回転角- y方向の静推力特性 
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研究の背景 
 

 

従来技術より優れて

いる点 

 

 

※技術の 

用途イメージ 

 

本技術の応用としては、レーザー式バーコードリーダの光学走査部等への適用が想定さ

れる。また、1～5ｋHzの定置式マルチスキャン装置や生産ラインの高速走査装置への応

用も想定される。また、周波数を 10ｋHz 以上に設計すると、レーザプロジェクターの応用

に展開することも可能と思われる。 

 

高性能バーコードリーダー、スキャナー、レーザープロジェクター など 

 

 

中小企業への期待 
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